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一
）

　
『
追
善
註
千
句
』
は
、
彦
根
藩
士
で
あ
る
森
川
許
六
が
師
芭
蕉
の
一
七
回
忌
に

巻
い
た
独
吟
千
句
に
自
ら
注
を
施
し
た
作
品
で
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
一

〇
月
一
二
日
付
の
自
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
作
は
、
既
に
尾
形
仂
「
許
六
自

註
「
追
善
註
千
句
」
と
そ
の
附
合
意
識
に
つ
い
て
」（

（
（

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
論
旨
に
関
わ
る
箇
所
が
引
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か

し
、
本
作
の
許
六
自
注
に
は
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
も
の
も
あ
り
、『
俳
諧

問
答
』
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
俳
書
に
展
開
さ
れ
た
許
六
俳
論
と
密
接
な
関
連

が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
弟
子
た
ち
が
書
写
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
か
、
付
筋

の
解
説
も
丁
寧
で
あ
る
。
許
六
自
身
や
彦
根
蕉
門
の
俳
風
は
も
ち
ろ
ん
、
蕉
風

俳
諧
の
理
解
に
も
資
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
巻
を
通
じ
て
翻

刻
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
稿
で
底
本
と
す
る
の
は
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
三
月
の
奥
書
を
も
つ
、

彦
根
城
博
物
館
蔵
『
註
千
句
』（
番
号
２
４
０
４
・
調
査
番
号B6-a-142

）
で
あ

る
。
署
名
等
は
な
い
が
、
彦
根
城
博
物
館
古
文
書
調
査
報
告
書
Ⅵ
『
平
田
町
町

代
中
村
家
文
書
調
査
報
告
書
』（
彦
根
城
博
物
館
、一
九
九
九
年
三
月
）
に
は
「
逸

丸
書
写
」
と
あ
り
、彦
根
藩
士
で
許
六
の
道
統
を
継
承
し
た
冶
天
の
門
弟
で
あ
る
、

中
村
逸
丸
と
い
う
人
物
が
筆
写
し
た
も
の
と
さ
れ
る

（
（
（

。
内
容
は
許
六
自
序
、
自

注
を
加
え
た
百
韻
十
巻
、
追
加
の
当
日
追
善
半
歌
仙
で
、
大
き
さ
は
縦
19
・
２

セ
ン
チ
横
14
・
２
セ
ン
チ
で
あ
る
。

　

尾
形
氏
の
紹
介
し
て
い
る
も
の
は
、
同
じ
く
冶
天
の
弟
子
で
、
専
宗
寺
（
滋

賀
県
彦
根
市
鳥
居
本
町
）
の
住
職
で
あ
っ
た
林
篁
（
享
保
九
～
天
明
七
・
一
七

二
四
～
一
七
八
七
年
）
に
よ
る
筆
写
本
で
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
一
一
月

一
八
日
の
奥
書
が
あ
る
。
冶
天
が
没
し
た
の
は
延
享
四
年
一
一
月
二
五
日
で
あ

る
の
で
、
冶
天
の
没
す
る
七
日
前
に
写
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
尾
形
氏
の
指
摘

の
通
り
、
林
篁
が
師
冶
天
の
臨
終
に
際
し
て
、
彦
根
蕉
門
の
祖
た
る
許
六
の
道

統
を
受
け
る
べ
く
書
写
に
臨
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
専
宗
寺
蔵
本
は
現
在

所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
尾
形
氏
が
本
書
を
臨
模
し
た
も
の
が
、
彦
根
市

立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
許
六
の
自
筆
稿
本
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
今
、

所
在
が
確
認
で
き
る
『
追
善
註
千
句
』
は
、
尾
形
氏
が
林
篁
筆
写
本
を
臨
模
し

た
彦
根
市
立
図
書
館
所
蔵
本
と
、
逸
丸
筆
写
と
さ
れ
る
彦
根
城
博
物
館
蔵
本
の

許
六
『
追
善
註
千
句
』
翻
刻
と
略
注
（
一
）
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二
点
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
彦
根
市
立
図
書
館
蔵
本
は
、
筆
勢
や
虫
損
ま
で
を

正
確
に
透
き
写
し
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

専
宗
寺
蔵
本
に
つ
い
て
、
尾
形
氏
は
前
掲
論
文
中
で
、
林
篁
が
許
六
自
筆
の

原
本
を
直
接
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。

林
篁
の
写
本
に
は
一
、
二
筆
写
の
際
に
底
本
を
訓
み
か
ね
て
「
本
書
不
明
」

の
頭
書
を
加
へ
た
箇
所
が
あ
る
。
他
の
写
本
の
場
合
に
お
け
る
林
篁
の
筆

写
態
度
を
見
る
に
、
冶
天
写
本
に
よ
っ
た
も
の
と
直
接
原
本
に
よ
っ
た
も

の
と
は
区
別
し
て
、「
本
書
」
と
は
原
本
の
場
合
に
つ
い
て
の
み
呼
称
し
て

ゐ
る
例
か
ら
推
し
、
ま
た
冶
天
が
許
六
か
ら
多
く
の
稿
本
を
相
伝
し
て
い

る
事
実
（「
横
平
楽
」）
か
ら
考
へ
て
、
恐
ら
く
林
篁
は
原
本
に
よ
っ
て
こ

れ
を
筆
写
し
た
も
の
と
考
へ
て
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

尾
形
氏
が
林
篁
筆
写
本
を
許
六
原
本
の
写
し
と
み
る
根
拠
は
、
頭
書
の
「
本

書
」
と
い
う
注
記
に
あ
る
。
こ
こ
で
尾
形
氏
が
問
題
と
し
て
い
る
頭
書
は
、
第

三
百
韻
初
折
裏
七
句
目
の
部
分
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
注
の
中
の
「
か
や
ふ
ら

し
」
に
関
し
て
、「
通
ふ
ら
し
か
。
本
書
不
明
。」
と
疑
問
を
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。

林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
の
「
か
や
ふ
ら
し
」
の
箇
所
を
見
る
と
、一
度
「
か

ふ
ら
し
」
と
書
写
し
た
後
、「
か
」
の
右
下
に
小
さ
く
「
や
」
を
補
う
よ
う
な
書

き
方
が
な
さ
れ
て
い
る
（
図
一
）。
一
方
、
逸
丸
筆
写
本
で
は
、
当
該
箇
所
は

「
か
よ
ふ
ら
し
」
と
記
さ
れ
、
逸
丸
が
書
写
に
用
い
た
底
本
に
は
「
か
よ
ふ
ら
し
」

と
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
二
）。
以
上
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
再
び
林
篁
筆
写

専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
の
頭
書
を
見
る
と
、
林
篁
が
参
照
し
て
い
る
本
で
は
、
本

来
「
か
よ
ふ
ら
し
」
と
あ
る
べ
き
箇
所
が
「
か
ふ
ら
し
」
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

一
度
は
「
か
ふ
ら
し
」
と
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
の
、後
か
ら
右
傍
に
「
や
」（
正

し
い
仮
名
遣
い
と
し
て
は
「
よ
」）
を
補
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
「
本
書
不
明
」
と
は
、「
本
書
＝
許
六
の
原
本
」
に
、
な
ぜ
「
か
ふ
ら
し
」

と
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
本
書
＝
許
六
の
原
本
」
の

中
身
を
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
、
原
本
で
は
ど
う
書
い
て
あ
る
か
不
明
で
あ

る
と
い
う
意
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
林
篁
は
許
六
の

自
筆
稿
本
を
筆
写
し
た
の
で
は
な
く
、
直
接
の
師
で
あ
る
冶
天
が
書
写
し
た
『
追

善
註
千
句
』
を
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、本
句
の
注
に
は
、俊
成
女
の
作
と
し
て『
拾
遺
和
歌
集
』所
収
の
和
歌（
雑

上
・
四
五
一
・
斎
宮
女
御
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
も
、
逸

丸
筆
写
本
で
は
「
琴
の
音
に
み
ね
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
つ
れ
の
を
よ
り
し
ら

へ
そ
め
け
ん
」
と
正
し
い
形
で
引
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧

蔵
影
写
本
で
は「
い
つ
れ
の
」と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に「
い
つ
れ
か
」「
お
も
ひ
の
」

が
並
記
さ
れ
て
い
る
。

　

右
の
例
の
み
か
ら
判
断
す
る
と
、
逸
丸
筆
写
本
は
林
篁
筆
写
本
と
は
底
本
を

別
に
し
、
し
か
も
逸
丸
筆
写
本
の
底
本
は
林
篁
筆
写
本
の
底
本
よ
り
善
本
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
用
字
の
違
い
は
多
々
見
受
け
ら
れ

る
も
の
の
、
逸
丸
筆
写
本
も
林
篁
筆
写
本
も
テ
ク
ス
ト
自
体
の
差
異
は
大
き
い

と
は
い
え
ず
、
さ
ら
に
誤
記
の
あ
り
よ
う
な
ど
か
ら
は
、
両
書
が
同
一
の
本
を

底
本
と
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
節
も
あ
り
、
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
。
そ
こ

で
本
稿
に
お
い
て
は
、
両
書
と
許
六
の
原
本
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
書
写
年
が
最
も
早
い
逸
丸
筆
写
本
を
底
本
に
翻
刻
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し
た
上
で
、
尾
形
氏
に
よ
る
林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
と
対
校
し
て
校
異

を
示
す
こ
と
と
し
た
。

　

他
に
許
六
自
注
が
省
か
れ
た
形
で
は
あ
る
が
、
本
作
の
第
九
、
第
十
百
韻
が

そ
れ
ぞ
れ
石
介
・
巨
郭
編
『
木
葉
漬
』（
享
保
二
〇
・
一
七
三
五
年
序
）
覧
陳
・

九
隅
編
『
獏
の
華
』（
寛
保
元
・
一
七
四
一
年
序
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
許
六

の
道
統
を
継
い
だ
人
物
に
は
、
冶
天
の
他
に
も
う
一
人
、
九
州
・
中
国
地
方
に

彦
根
蕉
門
の
勢
力
を
広
め
た
孟
遠
と
い
う
人
物
が
お
り
、
石
介
・
巨
郭
・
覧
陳
・

九
隅
の
四
人
は
い
ず
れ
も
孟
遠
門
の
備
前
国
岡
山
連
中
で
あ
る
。『
獏
の
華
』
は

孟
遠
一
三
回
忌
集
、『
木
葉
漬
』
は
孟
遠
七
回
忌
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
俳
書
で
あ

る
。『
木
葉
漬
』『
獏
の
華
』
に
収
め
ら
れ
た
『
追
善
註
千
句
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、

逸
丸
筆
写
本
や
林
篁
筆
写
本
の
テ
ク
ス
ト
と
か
な
り
近
似
し
て
い
る
が
、
完
全

に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
自
注
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

底
本
の
素
姓
に
つ
い
て
は
今
回
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
。
許
六
の『
追
善
註
千
句
』

は
、
許
六
の
弟
子
た
ち
が
俳
諧
修
行
の
一
環
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
書
写
し
て
い
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
冶
天
系
と
は
別
の
孟
遠
系
の
写
本
に
よ
っ
て
い
る

可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。�

（
牧　

藍
子
）

【
凡
例
】

一
、
句
頭
に
番
号
を
付
し
た
。

一
、
本
文
の
行
移
り
は
、
序
文
の
み
原
本
に
し
た
が
っ
た
。

一
、
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
・
濁
点
は
全
て
底
本
の
ま
ま
と
し
、
句
読
点
な
ど

は
私
に
付
し
た
。

　
　

明
ら
か
に
誤
字
と
認
め
ら
れ
る
文
字
に
は
（
マ
マ
）
と
傍
注
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
一
部
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
片
仮
名
は
「
ハ
」「
ミ
」
な
ど
、
変
体
仮
名
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
平
仮
名

に
改
め
た
が
、
小
文
字
で
記
さ
れ
た
も
の
な
ど
一
部
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
仮
名
・
漢
字
の
お
ど
り
字
「
ゝ
」「
ヽ
」「
〳
〵
」
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
漢

字
の
お
ど
り
字
は
「
々
」
で
示
し
た
。

一
、
※
に
逸
丸
筆
写
本
に
関
す
る
注
記
を
示
し
た
。

　
　

△
に
林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
と
の
校
異
を
示
し
た
。

　
　

◎
に
句
の
季
な
ど
を
示
し
た
。

　
　

○
に
略
注
を
示
し
た
。

注（
1
）『
日
本
文
学
教
室
』
四
号
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
。

（
2
）
中
村
逸
丸
に
関
し
て
は
、
藤
井
美
保
子
「
彦
根
蕉
門
の
系
譜
・
中
村
逸

丸
の
存
在
―
平
田
町
町
代
中
村
家
文
書
か
ら
―
」（『
成
蹊
人
文
研
究
』

第
一
七
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
田
中
善
信
先
生
、
芭

蕉
蕪
村
研
究
会
の
諸
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
資
料
を
提
供
し

て
下
さ
い
ま
し
た
彦
根
城
博
物
館
、
彦
根
市
立
図
書
館
及
び
伊
藤
善
隆
氏
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
図
一
】
林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本

　
　
　
　
　

琴
の
音
の
藪
を
打
越
す
初
嵐

　
　
　
　
　
　
　

俊
成
卿
の
女

　
　
　
　
　
　
　

琴
の
音
に
み
ね
の
松
風

通
ふ
ら
し
か　
　
　
　
　
　
　

か
や
ふ
ら
し

本
書
不
明　
　

い
つ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
の
を
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
へ
そ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
む

【
図
二
】
逸
丸
筆
写
本

　
　

琴
の
音
の
藪
を
打
越
ス
初
あ
ら
し

　
　
　

俊
成
卿
の
女　

琴
の
音
に
み
ね
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
れ
の
を
よ
り
し
ら
へ
そ
め
け
ん
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追
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）

【
翻
刻
・
略
注
】

序

連
歌
の
注
千
句
は
、
宗
長
・
宗
碩
の
両
吟
、
俳
諧

に
は
守
武
千
句
、
何
か
し
か
湯
ノ
山
千
句
、
花
千
句
、

古
風
の
崩
れ
口
に
は
談
林
の
千
句
あ
り
。
紀
子
か

大
矢
数
は
一
夜
千
八
百
韻
、
加
賀
の
一
笑
は
末
後

に
親
の
追
善
の
独
吟
十
三
巻
せ
む
と
い
ひ
て
、

九
巻
に
て
臨
終
を
遂
た
り
。
昔
よ
り
名
あ
る
達

人
、
独
吟
の
千
句
な
き
は
な
し
。
物
喚
（
マ
マ
）星
移
り

て
、
百
韻
を
さ
へ
下
手
の
長
談
義
と
て
哥
仙
に

ち
ゝ
め
、
猶
面
合
・
半
歌
仙
は
や
く
出
来
る
を
手

柄
と
す
。
さ
れ
は
百
韻
の
俳
諧
の
す
べ
を
し
ら
す
。

ま
し
て
千
句
は
猶
し
ら
す
。
今
年
、
神
無
月

十
二
日
は
開
山
蕉
翁
の
十
七
回
忌
に
あ
た

れ
り
。
余
病
中
の
お
こ
た
り
を
偸
み
、
独
吟
の

千
句
に
注
を
加
へ
、
彼
追
善
と
な
せ
り
。
備

（
マ
マ
）へ
る

亡
者
は
古
人
らラ

の
名
人
、
此
人
に
注
を
加
へ
て
聞

給
へ
と
い
ふ
は
、
下
手
か
上
手
か
我
も
し
ら
す
。
若

此
俳
諧
嘘
な
ら
は
、
す
み
や
か
に
今
日
出
給
ひ
て

わ
か
迷
ひ
を
明
し
め
給
へ
。
又
尊
霊
の
御ミ

心
に

か
な
ひ
侍
ら
は
、
か
さ
ね
て
御
左
右
は
御
無
用
た
る
へ
し
。

弟
子
菊
阿
謹
で
述
。

　

宝
永
七
庚
寅
年
十
月
十
二
日

※
「
古
人
らラ

の
名
人
」
は
「
古
今
の
名
人
」
の
誤
記
か
。

△
「
古
今
の
名
人
」

【
図
三
】
逸
丸
筆
写
本

【
図
四
】
林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本

○
宗
長
・
宗
碩
の
両
吟　

伊
勢
千
句
。
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
八
月
四
日
か

ら
八
日
ま
で
伊
勢
神
宮
で
興
行
さ
れ
た
。
○
何
か
し
か
湯
ノ
山
千
句　

不
明
。
○

花
千
句　

季
吟
・
湖
春
・
正
立
に
よ
る
三
吟
千
句
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）

八
月
一
日
成
。
○
紀
子　

月
松
軒
紀
子
。
大
和
国
多
武
峯
寺
西
院
の
僧
。
延
宝
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六
年
『
大
矢
数
千
八
百
韻
』
を
刊
行
。
後
に
東
下
し
て
、
桃
青
ら
と
一
座
し
た

四
吟
歌
仙
が
『
江
戸
通
町
』（
延
宝
六
年
刊
）
に
載
る
。
○
一
笑
の
臨
終
の
九
巻

　

不
明
。
独
吟
俳
諧
の
千
句
と
し
て
は
、立
圃
が
亡
父
追
善
の
た
め
に
編
ん
だ『
追

善
九
百
韻
』
が
著
名
。
こ
れ
と
混
同
し
た
か
。
ま
た
自
注
と
い
う
点
で
は
、
貞

室
の
作
品
も
有
名
で
あ
る
。
貞
室
に
言
及
せ
ず
、
一
笑
に
言
及
す
る
点
は
注
意

さ
れ
る
。
○
物
喚
星
移　

物
換
星
移
。
歳
月
が
過
ぎ
、
世
の
中
が
移
り
変
わ
る

こ
と
。
王
勃
「
滕
王
閣
」
に
「
閑
雲
潭
影
日
悠
悠
、
物
換
星
移
度
幾
秋
」（
延
享

四
年
刊
『
王
勃
集
』）。
○
面
合　

表
合
。
百
韻
の
表
八
句
の
み
を
も
っ
て
一
巻

と
す
る
も
の
。
本
来
、
表
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
題
材
を
も
取
り
入
れ
、
去
嫌
の

制
も
緩
め
て
、
表
の
内
に
一
巻
全
体
の
変
化
を
盛
り
込
も
う
と
し
た
形
式
。
支

考
の
創
出
。

追
善
註
千
句

第
一

１	

く
は
ら
〳
〵
と
猫
の
あ
か
る
や
梅
の
花

凡
骨
を
離
れ
玅
処
に
入
。
大
曲
の
句
な
り
。
更
に
凡
俗
の
及
ふ
所
に

あ
ら
す
。

△
「
句
也
」「
更サ

ラ

に
」

◎
「
梅
の
花
」（
春
）

○
大
曲
の
句　

曲
の
あ
る
句
と
は
、
技
巧
の
凝
ら
さ
れ
た
目
を
引
く
句
。『
去
来

抄
』
に
去
来
の
言
と
し
て
「
初
折
の
裏
よ
り
名
残
の
表
半
ま
で
に
、
物
数
寄
も

曲
も
有
べ
し
。
半
よ
り
名
残
の
裏
に
か
け
て
は
、
さ
ら
〳
〵
と
骨
折
ぬ
や
う
に

作
す
べ
し
」
と
あ
る
。

２	

日
は
永
う
な
る
う
く
ひ
す
の
声

是
又
曲
な
り
。
哥
に
、
誰
き
け
と
永
き
日
あ
か
す
高
ま
と
の
尾
上
の

宮
の
鶯
の
声
。

△
「
曲
也
」「
歌
ニ
」

◎
「
日
は
永
う
な
る
」「
う
く
ひ
す
」（
春
）

○
誰
き
け
と　

三
条
西
実
隆
「
誰
き
け
と
な
が
き
日
あ
か
ず
高
円
の
尾
上
の
宮

の
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
」（
雪
玉
集
・
一
二
五
）。　

３	

春
も
や
ゝ
紙
子
の
礼
の
い
ほ
ひ
出
て

い
に
し
へ
は
ケ
風
躰
の
句
、
述
懐
と
号
し
侍
れ
と
、
今
や
う
何
の
述

懐
か
あ
ら
ん
。
紙
衣コ

の
礼
は
隠
者
也
。
正
月
廿
日
過
の
年
礼
な
る
へ

し
。

※
「
ケ
風
躰
」
は
「
ケ
様
の
風
躰
」
の
意
か
。

◎
「
春
」（
春
）

○
紙
子　

紙
で
作
っ
た
衣
服
。
○
廿
日
過
の
年
礼　

隠
者
な
の
で
、
年
始
の
挨

拶
の
訪
問
が
遅
い
。

４	

大イ
カ

い
蕪カ
ブ
ラ

の
自
慢
た
ら
〳
〵

隠
士
か
住
る
里
の
か
ふ
ら
を
自
慢
の
句
な
り
。
冬
と
し
の
音
物
の
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礼
、
今
此
つ
ゐ
て
に
謝
し
た
る
返
答
な
る
へ
し
。

△
「
句
也
」「
返ヘ
ン

」

◎
「
蕪
」（
冬
）

○
音
物　

こ
こ
で
は
歳
暮
の
贈
り
物
。

５	

初
雪
も
こ
と
し
は
遅
き
冬
天
気

◎
「
初
雪
」「
冬
」（
冬
）

６	

塒ト
ヤ
デ出
の
鷹
の
き
ほ
ふ
鳥
年

は
し
鷹
の
と
や
出
は
七
月
也
。
此
と
や
出
は
冬
の
鷹
野
の
朝
を
い

ふ
。
鳥
年
と
云
あ
し
ら
ひ
に
知
へ
し
。
一
句
の
あ
た
ら
し
み
、
鳥
年

の
詞
に
あ
り
。

△
「
は
し
鷹
の
塒
出
」「
此
塒
出
」

◎
「
塒
出
の
鷹
」（
秋
）
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
自
注
に
あ
る
通
り
、
冬
の
朝
の
景
。

○
は
し
鷹
の
と
や
出　
「
総
て
夏
よ
り
羽
の
ぬ
け
た
る
を
鳥
屋
に
籠
て
、
七
月
に

出
す
を
鳥
屋
出
の
鷹
と
申
な
ら
し
。」（『
滑
稽
雑
談
』
正
徳
三
・
一
七
一
三
年
序
）。

○
あ
し
ら
ひ　

前
句
に
ふ
さ
わ
し
い
句
を
付
け
る
た
め
に
、
前
句
の
詞
と
関
係

す
る
語
を
付
句
に
配
す
る
も
の
。
こ
こ
で
は
、前
句
の「
こ
と
し
」に
対
し
て
、「
鳥

年
」
の
語
が
あ
し
わ
ら
れ
て
い
る
。

７	

早
物
に
野
は
明
ク
比
の
朝
月
夜

早
物
は
早
稲
に
か
き
ら
す
、
畑
物
を
も
い
ふ
百
姓
の
詞
、
是
又
一
句

の
あ
た
ら
し
み
。
鳥
は
野
の
明
ク
を
待
て
渡
る
物
な
り
。
明
ク
は
夜

の
明
る
に
あ
ら
す
。

△
「
早ワ

セ稲
」「
物
也
」「
明
ル
」

◎
「
朝
月
夜
」（
秋
）

○
早
物　

わ
さ
も
の
。
野
菜
・
果
物
な
ど
の
、
季
節
よ
り
早
く
で
き
る
も
の
。

○
朝
月
夜　

有
明
の
月
。

８	

相
撲
の
あ
と
の
あ
た
る
傀ア
ヤ
ツ
リ儡

当
世
、
仕
合
の
よ
き
事
を
あ
た
る
と
い
ふ
通
俗
也
。
秋
は
必
ス
相
撲

あ
や
つ
り
を
や
と
ひ
て
村
々
の
賑
ひ
と
す
。

△
「
か
な
ら
す
」

◎
「
相
撲
」（
秋
）

○
相
撲　

村
の
祭
礼
な
ど
の
際
に
催
さ
れ
た
相
撲
興
行
。
○
傀
儡　

操
芝
居
。

ウ９	

菅
笠
に
似
せ
む
ら
さ
き
の
後
帯

い
な
か
女
の
風
俗
、
似
せ
む
ら
さ
き
と
い
ふ
所
を
み
る
や
う
躰（
マ
マ
）
と
旨

と
す
。

※
「
み
る
や
う
躰
と
」
は
「
み
る
や
う
躰
を
」
の
誤
記
か
。

△
「
田
舎
女
」「
見
る
や
う
躰
を
」

◎
「
後
帯
」（
恋
）
か
。

○
み
る
や
う
躰　

対
象
を
眼
前
に
見
る
よ
う
に
仕
立
て
た
平
淡
な
詠
み
ぶ
り
を
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指
す
歌
論
用
語
。
連
歌
論
・
俳
論
に
も
用
い
ら
れ
る
。『
宇
陀
法
師
』
に
許
六
の

言
と
し
て「
哥
に「
景
曲
は
見
様
躰
に
属
す
」と
定
家
卿
も
の
給
ふ
也
」と
見
え
る
。

10	

お
う
ら
の
法
事
下
は
ど
や
〳
〵

此
句
は
京
也
。
下
は
下
京
を
い
ふ
。
お
う
ら
は
東
本
願
寺
也
。
お
う

ら
に
あ
た
ら
し
み
あ
り
。

△
「
新
し
み
」

11	

暖
簾
に
本
屋
の
見
世
の
輪
袈
裟
達

本
願
寺
の
僧
お
ほ
く
は
白
衣
に
輪
け
さ
多
し
。
お
う
ら
の
法
事
、
本

屋
よ
き
比
の
物
也
。

△
「
わ
げ
さ
」

○
輪
袈
裟　

略
式
の
袈
裟
。
幅
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
布
を
輪
形
に
作

り
、
首
か
ら
胸
に
か
け
て
た
ら
す
。

12	

抓
み
肴
に
酒
の
挨
拶

是
は
年
来
懇
意
の
本
屋
、
つ
ま
み
肴
は
取
あ
へ
ぬ
事
也
。

○
つ
ま
み
肴　

親
し
い
間
柄
な
の
で
、
す
ぐ
出
せ
る
簡
単
な
つ
ま
み
で
も
て
な

す
。　

13	

近
付
に
請
人
宿
の
嚊
が
出
て

此
句
江
戸
な
り
。
酒
の
時
、
乳
の
み
子
を
抱
き
て
か
ゝ
が
出
た
る
は

出
替
前
の
事
な
り
。

△
「
江
戸
也
」「
事
也
」

○
近
付　

知
り
合
う
こ
と
。
ま
た
、
知
り
合
い
。
○
請
人
宿　

奉
公
人
の
周
旋

を
す
る
業
者
。
○
出
替
前　

出
替
わ
り
前
は
請
人
宿
の
掻
き
入
れ
時
で
あ
る
の

で
、
主
人
の
妻
も
出
て
く
る
。
江
戸
の
出
替
わ
り
は
古
く
は
二
月
二
日
、
八
月

二
日
が
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
三
月
や
九
月
に
も
行
わ
れ
た
。

14	

医
者
の
迎
ひ
の
馬
の
口
と
り

小
身
の
籏
本
、
医
者
・
針
立
の
迎
ひ
は
必
馬ム
マ

な
り
。

△
「
馬
也
」

15	

切
売
に
西
瓜
の
銭
の
た
は
こ
入

木
戸
き
は
の
切
う
り
、
烟
草
入
の
底
を
た
ゝ
き
て
残
暑
を
忘
れ
た

り
。

◎
「
西
瓜
」（
秋
）

○
木
戸　

江
戸
市
中
の
表
通
り
の
町
境
に
建
て
た
門
で
、
出
入
り
す
る
人
や
荷

物
の
取
り
締
ま
り
を
行
っ
た
。
人
通
り
が
多
い
の
で
西
瓜
の
切
り
売
り
の
店
が

出
る
。

16	
箱
根
の
駕
篭
も
小
田
原
の
月

乗
物
打
越
て
あ
し
ゝ
。
見
お
と
し
也
。
箱
根
ゟ
出
て
小
田
原
の
月
、

よ
き
む
す
ひ
な
り
。
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△
「
む
す
ひ
也
」

◎
「
月
」（
秋
）

○
打
越
て
あ
し
　ゝ

乗
物
が
打
越
に
重
出
。
通
例
は
避
け
る
べ
き
と
こ
ろ
。

17	

石
垣
も
地
震
の
跡
の
秋
の
風

◎
「
秋
の
風
」（
秋
）

○
地
震　

宝
永
四
年
一
〇
月
に
起
き
た
宝
永
の
大
地
震
。

18	

夕
蔦
赤
く
雨
乾
く
な
り

哥
に
、
山
ふ
か
み
落
て
つ
も
れ
る
紅
葉
々
の
か
は
け
る
上
に
時
雨
ふ

る
な
り
。
能
因
、
長
能
に
哥
の
道
を
問
け
る
返
答
申
た
る
哥
也
。
是

よ
り
哥
道
に
師
弟
を
求
る
始
と
い
ふ
。

△
「
紅モ

ミ
ジ葉
葉
」「
ふ
る
也
」

◎
「
蔦
」（
秋
）

○
山
ふ
か
み　
『
詞
花
集
』
冬
部
の
大
江
嘉
言
の
作
。
能
因
が
藤
原
長
能
と
初
め

て
対
面
し
、
和
歌
は
ど
の
よ
う
に
詠
む
べ
き
か
を
尋
ね
た
際
に
、
長
能
が
当
該

歌
を
示
し
た
逸
話
が
『
袋
草
紙
』
に
載
る
。

19	

味
を
や
る
若
衆
に
化
る
猿
打
て

深
山
猟
師
の
鉄
炮
也
。
猿
の
化
た
る
は
い
つ
れ
の
咄
に
も
皆
若
衆
な

り
。

◎
「
若
衆
」（
恋
）

○
味
を
や
る　

こ
こ
で
は
生
意
気
に
も
若
衆
に
化
け
た
猿
を
打
っ
た
と
い
う
こ

と
。

20	

行
−

道

−

山
の
麓
行
川

行
道
山
は
下
野
の
足
利
に
あ
り
。
い
に
し
へ
の
学
校
、今
寺
と
な
る
。

深
山
な
り
。
仏
法
僧
と
い
ふ
鳥
な
く
と
い
ふ
。

○
行
道
山　

音
読
符
が
付
さ
れ
る
の
で
「
ぎ
ょ
う
ど
う
ざ
ん
」
と
読
む
。
中
腹

に
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
浄
因
寺
が
あ
り
、
そ
の
山
号
で
も
あ
る
。

21	

ひ
た
る
か
る
所
化
の
吐
息
に
花
も
散
リ

手
一
合
の
所
化
、
三
月
は
目
ほ
し
の
花
も
散
へ
し
。

◎
「
花
」（
春
）

○
所
化　

修
行
中
の
僧
。
○
手
一
合　

両
手
で
ひ
と
す
く
い
し
た
約
一
合
分
の

米
。
ま
た
少
量
の
米
。
○
目
ほ
し
の
花　

目
星
の
花
。
空
腹
で
目
が
か
す
み
、

星
の
よ
う
な
も
の
が
ち
ら
つ
い
て
見
え
る
こ
と
を
、
桜
の
花
が
散
る
こ
と
に
か

け
る
。

22	

年
始
の
状
の
届
く
遠
―

国

△
「
遠
国
」
音
読
符
な
し
。

◎
「
年
始
の
状
」（
春
）
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二23	

食
粒
に
壱
歩
の
桐
の
残
る
雪

年
玉
の
一
歩
へ
は
り
付
た
る
食
粒
に
は
、
桐
の
た
う
の
手
き
は
残
る

は
例
也
。

△
「
へ
ば
り
付
」

◎
「
残
る
雪
」（
春
）

○
一
歩
の
桐　

一
分
判
の
表
面
に
は
、
上
下
二
つ
の
桐
紋
が
入
っ
て
い
る
。
米

一
石
は
銀
約
五
〇
匁
、
現
在
の
米
価
を
一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
約
五
千
円
と
し
て
換

算
す
る
と
、
金
一
分
は
お
よ
そ
二
万
円
相
当
。
年
玉
に
も
ら
っ
た
う
れ
し
さ
に
、

桐
紋
の
形
を
飯
粒
に
押
し
付
け
て
と
っ
て
み
た
。
○
桐
の
た
う　

桐
の
紋
所
の

こ
と
。

24	

役
者
衣
紋
の
門
跡
の
使
者

役
者
衣
紋
と
い
ふ
衣
紋
つ
き
あ
り
。
一
歩
は
使
者
の
引
出
も
の
也
。

△
「
引
出
物
」

○
役
者
衣
紋　

不
明
。
○
衣
紋
つ
き　

着
物
の
着
こ
な
し
。

25	

供
先
は
皆
雇
人
で
博
奕
打

手
従
者
は
草
履
取
一
僕
な
り
。
上
下
の
者
、
馳
走
宿
も
は
ゝ
か
ら
ぬ

は
い
つ
も
の
事
也
。

○
雇
人　

や
と
う
ど
。

26	

赤
手
す
ら
す
る
宿
の
馬
士

似
せ
武
士
の
権
柄
は
問
屋
、
馬
か
た
、
よ
く
見
知
り
て
却
而
赤
手
を

す
ら
す
る
。

○
赤
手
す
ら
す
る　
「
赤
手
を
擦
る
」
で
、
も
み
手
を
し
て
あ
や
ま
る
こ
と
。

27	

犬
走
リ
念
を
入
た
る
彦
根
領

彦
根
領
の
馬
か
た
、
乗
打
大
キ
な
る
法
度
也
。

△
「
大
キ
」

○
犬
走
リ　

犬
が
通
る
ほ
ど
の
小
路
。
○
乗
打　

馬
や
駕
籠
な
ど
、
乗
物
か
ら
降

り
な
い
で
そ
の
ま
ま
通
行
す
る
こ
と
。

28	

朝
鮮
人
の
参
る
御
馳
走

て
う
せ
ん
人
の
御
馳
走
、
彦
根
領
天
下
一
番
。

○
朝
鮮
人　

琵
琶
湖
の
東
岸
に
、
朝
鮮
通
信
使
が
来
朝
し
た
際
に
通
行
し
た
朝

鮮
人
街
道
と
呼
ば
れ
る
道
が
あ
っ
た
。
許
六
の
存
命
中
で
は
、
天
和
二
年
（
一

六
八
二
）
と
正
徳
元
年
に
来
朝
し
て
い
る
。

29	

役
し
け
き
村
の
つ
か
れ
に
田
は
あ
せ
て

朝
鮮
人
の
来
朝
、
天
下
一
統
の
困
窮
。

△
「
朝
鮮
人
ノ
来
朝
」「
天
下
一
流
困
窮
」
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30	
上
下
で
出
る
門（
マ
マ
）屋
き
も
い
り

京
都
司（
マ
マ
）代
の
道
中
、
又
は
国
廻
リ
の
御
目
付
、
問
屋
き
も
い
り
、
物

や
か
ま
し
く
宿
の
こ
ん
き
ふ
を
訴
ふ
。

※
「
門
屋
」
は
「
問
屋
」、「
京
都
司
代
」
は
「
京
都
所
司
代
」
の
誤
記
。

△
「
上
下
て
」「
問
屋
」「
京
都
所
司
代
ノ
道
中
」「
困
窮
」

○
問
屋　

問
屋
場
。
宿
駅
で
人
馬
の
継
立
な
ど
を
行
う
施
設
。

31	

立
傘
に
対
の
道
具
の
旅
馴
て

旅
な
れ
よ
し
。

○
立
傘　

長
柄
の
大
傘
。
大
名
行
列
な
ど
の
際
に
供
の
者
に
持
た
せ
、
雨
、
日

よ
け
の
ほ
か
、
儀
式
に
も
用
い
た
。
○
対
の
道
具　

大
名
行
列
で
対
に
揃
え
た

道
具
類
。

32	

大
浜
茶
屋
の
鎖
の
雪
隠

鎖
の
雪
隠
は
大
名
を
待
な
り
。
旅
の
新
し
み
、
平
人
は
や
ら
す
。

△
「
待
也
」

○
大
浜
茶
屋　

大
浜
街
道
（
愛
知
県
碧
南
市
か
ら
豊
田
市
方
面
へ
塩
を
運
ん
だ

塩
街
道
）
と
東
海
道
が
交
わ
る
地
点
に
栄
え
た
茶
屋
。
○
鎖
の
雪
隠　

錠
の
つ

い
た
雪
隠
。

33	

山
吹
の
し
ら
け
て
落
る
鳥
の
声

△
「
残
る
鳥
の
声
」

◎
「
山
吹
」（
春
）

34	

岩
茸
取
リ
を
お
ろ
す
陽
炎

谷
川
の
切
岸
、
通
路
な
き
所
へ
は
上
よ
り
篭
に
入
て
お
ろ
し
て
岩
茸

を
と
る
。
い
ち
こ
、
山
吹
も
盛
な
る
へ
し
。

◎
「
陽
炎
」（
春
）

○
岩
茸　

地
衣
類
の
一
種
で
、
深
山
の
岩
壁
に
着
生
す
る
。
採
取
す
る
の
に
大

変
危
険
を
と
も
な
う
。

35	

入
残
る
雲
に
碁
石
の
春
の
月

碁
石
心
な
し
。
春
の
月
の
入
残
り
た
る
風
情
を
い
ふ
。

◎
「
春
の
月
」（
春
）

36	

供
寝
過
し
て
網
代
引
出
す

網
代
は
車
な
り
。
忍
ひ
車
を
云
。
迎
ひ
も
の
ゝ
寝
過
し
て
夜
明
て
帰

る
見
く
る
し
さ
を
い
ふ
也
。
こ
な
し
の
句
也
。
陣
事
大
裏
沙
汰
、
こ

な
し
を
第
一
と
す
。
口
伝
。

△
「
引
出
ス
」「
車
也
」「
い
ふ
」「
陳
事
」

◎
後
朝
の
情
景
か
ら
恋
。

○
網
代　

網
代
車
の
略
。
牛
車
の
一
種
で
、
車
箱
の
屋
形
の
表
面
に
網
代
（
竹

や
檜
を
薄
く
細
く
削
っ
て
編
ん
だ
も
の
）
を
、
張
っ
た
も
の
。
○
陣
事　

戦
の

こ
と
。
○
こ
な
し　

く
だ
い
て
平
明
に
す
る
こ
と
。『
旅
寝
論
』に「
言
の
平コ

ナ
シ懐
」。
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『
正
風
彦
根
躰
』「
借
銭
涅
槃
経
」（
汶
村
作
）
に
「
先
師
教
て
曰
、
陣
の
句
・
禁

中
沙
汰
の
句
は
必
ず
こ
な
し
て
す
べ
し
。
こ
な
さ
ね
ば
全
く
古
手
に
落
る
と
い

へ
り
。」
と
あ
り
、
彦
根
俳
諧
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
。

二
ウ

37	

走
り
行
昼
の
惣
嫁
の
見
知
リ
越

青
侍
、
舎
人
、
近
付
に
見
付
ら
れ
、
か
な
ら
す
走
リ
出
し
た
る
也
。

△
「
近
付
ニ
」

◎
「
惣
嫁
」（
恋
）

○
見
知
リ
越　

か
ね
て
か
ら
見
知
っ
て
い
る
こ
と
。
○
惣
嫁　

路
上
で
客
を
引
く

最
下
級
の
娼
婦
。
こ
こ
で
は
客
と
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
に
、
昼
間
顔
を
見
ら

れ
た
く
な
く
て
走
り
去
っ
た
か
。

38	

ぐ
は
さ
り
と
砂
に
落
す
銭
ざ
し

走
行
と
い
ふ
所
に
心
を
付
へ
し
。

○
銭
ざ
し　

銭
貨
は
穴
に
紐
を
通
し
て
ま
と
め
て
保
管
し
た
り
運
ん
だ
り
し
た
。

百
文
差ざ
し

、
三
百
文
差
、
一
貫
文
（
千
文
）
差
な
ど
。

39	

帷
子
に
木
綿
ふ
と
し
の
高
む
す
ひ

郷
人
の
い
や
し
き
を
句
作
の
旨
と
す
。

△
「
高
む
す
び
」

○
ふ
と
し　

ふ
ど
し
。
ふ
ん
ど
し
の
こ
と
。

40	

真
言
寺
の
黒
き
御
秘
蔵

田
舎
寺
の
小
ざ
う
り
取
、
真
言
宗
命
也
。

△
「
小
ざ
う
り
」
が
「
ざ
う
り
」

◎
「
御
秘
蔵
」（
恋
）
か
。

○
小
ざ
う
り
取　

江
戸
時
代
、
男
色
を
目
的
に
、
草
履
取
の
名
目
で
武
士
が
か

か
え
た
美
少
年
。
こ
こ
で
は
、
御
秘
蔵
と
は
い
っ
て
も
、
田
舎
の
寺
の
こ
と
な

の
で
日
焼
け
し
て
い
る
。

41	

織
物
の
鼻
紙
入
も
お
も
ひ
草

思
ひ
草
と
い
ふ
は
恋
の
あ
し
ら
い
。
今
織
と
ん
す
の
か
ら
草
を
云
。

△
「
か
ら
草
を
い
ふ
」

◎
「
お
も
ひ
草
」（
恋
）

○
今
織
と
ん
す　

当
世
風
の
緞
子
。「
思
ひ
草
」
に
緞
子
の
唐
草
模
様
を
き
か
せ

る
。

42	

昼
食
く
い
に
も
と
る
出
替
り

奉
公
人
宿
の
は
な
紙
袋
、
よ
き
付
合
也
。

◎
「
出
替
り
」（
春
）

○
奉
公
人
宿　

奉
公
人
の
周
旋
を
す
る
宿
で
、
奉
公
人
は
こ
こ
を
宿
元
と
し
た
。

ま
た
宿
下
が
り
や
奉
公
人
同
士
の
逢
引
に
も
利
用
さ
れ
た
。
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43	
春
雨
の
ぼ
ち
〳
〵
顔
に
音
信
て

足
駄
、
か
ら
か
さ
の
思
案
も
さ
た
ま
ら
す
。

◎
「
春
雨
」（
春
）

44	

花
み
を
ひ
ら
く
ぬ
り
物
の
ふ
た

し
ん
こ
ぼ
た
餅
の
花
見
を
い
そ
く
。
雨
に
ぬ
り
物
よ
し
。

△
「
花
見
」

◎
「
花
み
」（
春
）

○
し
ん
こ　

糝
粉
餅
の
こ
と
。

45	

お
し
合
て
子
共
は
吃キ
ツ

と
か
し
こ
ま
り

く
は
ふ
〳
〵
と
思
ふ
顔
つ
き
お
か
し
。

△
「
吃
」
ル
ビ
な
し
。

46	

殿
の
御
能
を
ほ
め
る
医
者
衆

47	

名
月
の
庭
に
か
け
ろ
ふ
風
の
音

其
夜
の
気
し
き
。

△
「
か
け
ら
ふ
」

◎
「
名
月
」（
秋
）

○
か
け
ろ
ふ　

月
の
光
が
ほ
の
め
い
て
い
る
様
子
。

48	

先
湖
に
休
む
は
つ
雁

越
路
の
山
を
は
る
〳
〵
こ
え
て
、
湖
の
堅
田
に
必
休
と
云
。

△
「
初
雁
」「
や
す
む
と
い
ふ
」

◎
「
は
つ
雁
」（
秋
）

○
堅
田　
「
堅
田
落
雁
」
は
近
江
八
景
の
一
。

49	

黒
稗ヒ
ヘ

の
早
稲
よ
り
早
く
穂
に
出
て

黒
稗
と
い
ふ
も
の
、
あ
た
に
聞
へ
か
ら
す
。

△
「
と
い
ふ
物
」

◎
「
稗
」「
早
稲
」（
秋
）

○
黒
稗　

稗
の
う
ち
種
子
が
黒
い
も
の
。
当
時
の
認
識
と
し
て
、
他
に
さ
き
が

け
て
ま
ず
穂
を
出
す
も
の
で
あ
っ
た
か
。

50	

鯖
を
は
ね
き
る
盆
も
来
に
け
り

は
ね
き
る
と
い
ふ
詞
に
て
、
一
列
に
は
入
り
、
是
を
あ
た
ら
し
み
と

い
ふ
。
鯖
売
に
来
る
鯖
を
呼
込
な
と
せ
は
、一
列
に
は
入
へ
か
ら
す
。

あ
た
ら
し
き
事
な
き
時
は
、
必
新
し
み
を
付
て
い
ふ
事
な
り
、
と
師

説
に
は
申
さ
れ
け
り
。

◎
「
盆
」（
秋
）

○
鯖　

江
戸
時
代
、
親
の
あ
る
者
は
盆
の
日
に
魚
類
を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
、

多
く
は
塩
漬
け
に
し
た
刺
鯖
を
用
い
た
。
刺
鯖
は
ま
た
、
盆
の
贈
り
物
に
も
用

い
ら
れ
た
。
○
は
ね
き
る　

は
ね
上
げ
る
よ
う
に
勢
い
よ
く
切
る
こ
と
。
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嶋
原
の
く
つ
わ
た
ふ
れ
て
道
具
市

此
句
ま
へ
句
に
付
ず
。
嶋
原
の
盆
前
に
鯖
を
は
ね
き
る
と
い
ふ
句
、

前
句
の
乗
・
い
き
合
、
是
よ
り
外
に
あ
る
へ
か
ら
す
。
当
流
の
眼
な

り
。
此
乗
相
通
せ
ぬ
人
は
は
い
か
い
す
へ
か
ら
す
。

△
「
前
句
ニ
」。

◎
「
嶋
原
」（
恋
）

○
く
つ
わ　

遊
女
を
か
か
え
て
お
く
家
。
○
乗
・
い
き
合　

連
句
の
呼
吸
。

52	

四
の
二
の
宮
の
御
筆
ほ
り
出
す

む
か
し
四
の
二
の
物
語
と
い
ふ
う
た
ひ
物
あ
り
。
是
は
八
ノ
宮
の
御

製
作
な
り
。
其
詞
の
発
端
、
是
は
四
ノ
二
ノ
物
語
と
あ
り
。

△
「
四
ノ
二
の
物
語
と
有
り
」

○
四
の
二
の
物
語
と
い
ふ
う
た
ひ
物　

不
明
。

53	

笠
付
の
点
も
淋
し
き
俳
諧
師

は
い
か
い
の
点
者
か
た
み
せ
は
取
売
を
す
る
。
近
代
都
の
風
俗
な

り
。

△
「
俳ハ

イ

諧
ノ
点
者
片
見
世
」「
風
俗
也
」

○
笠
付　

雑
俳
の
種
目
の
一
つ
で
、
五
文
字
の
題
に
中
七
下
五
を
付
け
る
も
の
。

江
戸
で
は
冠
付
・
烏
帽
子
付
と
呼
ば
れ
る
。
○
か
た
み
せ　

商
店
の
一
部
で
、

本
業
と
は
違
う
商
品
を
副
業
的
に
あ
き
な
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
笠
付
点
者
が
副

業
と
し
て
、
取
売
（
古
道
具
屋
）
を
営
ん
で
い
る
こ
と
を
い
う
。

54	

日
用
の
札
の
落
る
軽カ
ル
サ
ン衫

是
は
江
戸
の
俳
諧
師
也
。
八
徳
を
ぬ
い
て
、
立
処
に
高
宮
嶋
の
か
る

さ
ん
に
か
は
る
。

△
「
高
宮
し
ま
」

○
日
用　

日
用
取
の
略
で
日
雇
い
人
の
こ
と
。
江
戸
時
代
、
日
雇
稼
ぎ
の
者
は

日
用
座
に
役
銭
を
納
め
て
許
可
証
の
札
を
受
け
取
っ
た
。
○
八
徳　

俳
諧
の
宗

匠
や
画
工
な
ど
が
着
た
胴
着
で
、
十
徳
よ
り
品
が
下
が
る
と
も
。
こ
こ
で
は
、

八
徳
か
ら
動
き
や
す
い
軽
衫
に
着
替
え
て
副
業
に
つ
い
た
。
○
高
宮
嶋　

彦
根

南
部
高
宮
で
産
出
す
る
上
布
。

55	

薏
珠
仁
に
水
道
橋
の
夏
の
風

苡御
茶
ノ
水
、
水
道
橋
の
土
手
、
誰
植
る
と
も
な
く
て
年
々
じ
ゆ
す
玉

生
せ
り
。
は
い
か
い
は
ケ
様
の
た
く
ひ
見
覚
え
て
か
し
こ
く
す
る

を
、
目
の
黒
き
と
い
ふ
。
ケ
様
之
前
句
、
し
ゆ
す
玉
に
か
き
ら
す
。

江
戸
を
よ
く
い
ふ
を
手
か
ら
と
す
。

※
「
水
道
橋
」
の
前
二
字
分
を
墨
抹
。「
前
句
、
し
ゆ
す
玉
」
の
「
す
」
は
右
傍

に
補
う
。

△
「
御
茶
ノ
」
に
傍
線
な
し
。「
水
道
橋
ノ
」「
ハ
イ
カ
イ
は
ケ
様
」「
見
覚
へ
」「
ケ

様
の
前
句
」「
手
栖
」
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◎
「
薏
珠
仁
」「
夏
の
風
」（
夏
）

○
薏
珠
仁　

薏
苡
仁
の
誤
り
。
じ
ゅ
ず
玉
の
こ
と
。「
柳
、
柊
、
楪
葉
、
桃
の
木
、

は
な
菖
蒲
、
薏じ
ゆ
ず
た
ま

苡
仁
な
ど
取
ま
ぜ
て
植
置
し
は
」（『
日
本
永
代
蔵
』
貞
享
五
・

一
六
八
八
年
刊
）。
○
水
道
橋　

芭
蕉
は
副
業
と
し
て
小
石
川
の
水
道
工
事
に
従

事
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
甞
テ
世
ニ
為
メレ
遺
レサ
ン
カ
功
ヲ
。
修
メ二
武
ノ
小
―
石
―
川
ノ
之
水

−

道
ヲ一
四

−

年
ニ
成
ル
。」（『
風
俗
文
選
』
宝
永
三
年
刊
）

56	

塩
干
の
舟
の
泥
に
居
す
は
る

水
道
橋
よ
り
四
ツ
谷
、
牛
込
ま
て
塩
の
満
干
あ
り
。

◎
「
塩
干
」（
春
）

57	

御
関
所
も
ま
だ
ほ
の
く
ら
き
五
位
の
声

一
句
の
余
情
、
ま
だ
ほ
の
く
ら
き
所
に
あ
り
。
御
関
所
遠
州
あ
ら
井

に
か
き
る
へ
か
ら
す
。
行
徳
の
川
筋
も
関
と
い
ふ
な
り
。

△
「
い
ふ
也
」

○
御
関
所　

江
戸
川
左
岸
の
本
行
徳
村
に
は
、
当
時
川
関
が
置
か
れ
て
い
た
。

南
は
海
に
面
し
て
塩
浜
と
な
っ
て
お
り
、
特
産
の
塩
を
船
で
江
戸
に
運
ん
だ
。

○
五
位　

五
位
鷺
。
全
長
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
夜
行
性
で
、
夜
、
魚
・

カ
エ
ル
・
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
を
捕
食
す
る
。

58	

刀
飛
脚
の
石
の
飛
乗

飛
脚
に
さ
ま
〳
〵
あ
り
。
無
刀
、
一
本
さ
し
、
刀
飛
脚
は
大
名
の
飛

脚
な
り
。
か
ら
尻
の
飛
乗
、
か
な
ら
す
石
を
目
あ
て
と
す
。

△
「
有
リ
」「
飛
脚
也
」

○
か
ら
尻　

軽
尻
。
空
尻
。
人
が
乗
っ
て
、
五
貫
目
ま
で
の
荷
物
を
つ
け
る
こ

と
の
で
き
た
駄
賃
馬
。
○
目
あ
て　

こ
こ
で
は
石
を
踏
み
切
っ
て
馬
に
飛
び
乗

る
こ
と
。

59	

取
廻
す
比
丘
尼
の
中
の
小
山
伏

道
中
比
丘
尼
の
多
き
所
に
か
な
ら
す
山
伏
有
。

△
「
多
き
所
に
は
」「
有
リ
」

○
取
廻
す　

取
り
囲
む
。
○
比
丘
尼　

道
中
に
あ
る
比
丘
尼
の
多
く
は
、
物
乞

い
す
る
許
可
を
受
け
、
旅
行
者
か
ら
布
施
を
巻
き
上
げ
て
生
業
と
し
て
い
た
。

熊
野
や
そ
の
近
国
に
多
く
、山
伏
の
妻
や
娘
で
あ
る
場
合
も
よ
く
み
ら
れ
る
。「
山

伏
は
至
る
所
で
比
丘
尼
の
群
れ
に
混
っ
て
、
ミ
ツ
バ
チ
の
大
群
の
よ
う
に
旅
行

者
の
周
り
に
集
ま
り
、
一
緒
に
歌
を
う
た
い
法
螺
貝
を
吹
き
鳴
ら
し
、
熱
弁
を

ふ
る
い
、
あ
る
い
は
大
声
で
叫
ぶ
」（
ケ
ン
ペ
ル
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』
東
洋

文
庫
）。
○
小
山
伏　

ま
だ
修
行
中
の
若
い
山
伏
。

60	

苅
田
の
跡
の
鶴
の
横ワ
ウ
ヘ
イ平

伊
勢
路
、
白
子
、
松
坂
の
ほ
と
り
か
。

△
「
横ワ

ウ

−

平ヘ
イ

」

◎
「
苅
田
」（
秋
）

○
横
平　

横
柄
。
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61	
渋
柿
の
色
つ
く
う
へ
に
雨
晴
て

秋
の
末
、
冬
の
は
し
め
を
い
ふ
。

△
「
冬
ノ
始
メ
」

◎
「
渋
柿
」（
秋
）

62	

茶
園
ぬ
け
れ
は
宇
治
の
夕
月

宇
治
の
入
口
、
左
右
皆
茶
園
。
中
に
こ
ろ
柿
の
木
あ
り
。

△
「
宇
治
ノ
入
口
」「
有
リ
」

◎
「
夕
月
」（
秋
）

○
こ
ろ
柿　

干
し
柿
の
表
面
に
、
糖
分
の
白
い
粉
が
ふ
い
た
も
の
。

63	

金
入
レ
て
伏
見
通
ひ
の
小
脇
指

浮ウ
ハ
キ気
な
る
茶
師
の
わ
か
者
。

△
「
浮
気
ナ
ル
茶
師
ノ
若
カ
者
」

◎
「
伏
見
通
ひ
」（
恋
）

○
伏
見
通
ひ　

撞
木
町
の
遊
郭
に
通
う
こ
と
。『
好
色
一
代
男
』
巻
一
「
尋
ね
て

き
く
程
ち
ぎ
り
」
に
、
伏
見
に
通
う
宇
治
の
茶
師
が
出
て
く
る
。

64	

新
元
服
の
恋
の
あ
を
さ
よ

青
き
の
一
字
、
肝
要
な
る
へ
し
。

◎
「
恋
」（
恋
）

○
新
元
服　

元
服
し
た
て
を
い
う
か
。

三
ノ
ウ

65	

紅ア
カ

裏
を
か
く
せ
と
く
は
つ
と
袖
の
奥

む
つ
か
し
と
つ
ゝ
ま
む
よ
り
は
着
ぬ
か
よ
し
。
恋
の
あ
を
さ
に
場
所

を
し
ら
す
。

※
「
つ
ゝ
ま
む
」
の
「
ま
」
は
右
傍
に
補
う
。

66	

亭
主
海
老
引
一
門
の
節

此
亭
主
は
伯
父
か
舅
か
。
お
そ
ろ
し
き
亭
主
な
る
へ
し
。

◎
「
節
」（
春
）。

○
海
老
引　

こ
こ
で
は
亭
主
自
ら
節
振
舞
の
エ
ビ
を
ふ
る
ま
う
こ
と
。

67	

炭
頭
火
鉢
に
烟
る
春
の
風

◎
「
春
の
風
」（
春
）。

○
炭
頭　

炭
の
中
で
上
質
な
も
の
も
い
う
が
、こ
こ
で
は
「
烟
る
」
と
あ
る
の
で
、

十
分
に
焼
け
切
っ
て
い
な
い
も
の
。

68	

鼓
は
下サ
ゲ

て
ふ
ら
と
永
き
日

四
番
目
、
五
番
目
の
下
手
役
者
、
待
と
を
な
る
へ
し
。

△
「
下サ
ケ

」

◎
「
永
き
日
」（
春
）

○
下
手
役
者　

こ
こ
で
は
能
の
囃
子
方
。
江
戸
時
代
、
能
は
一
番
目
か
ら
五
番

目
ま
で
一
日
が
か
り
で
上
演
さ
れ
て
い
た
。
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69	
湯
に
入
て
芝
居
へ
出
る
数
役
者

是
は
哥
舞
妓
役
者
の
大
つ
ゝ
み
打
外
ニ
芸ゲ
イ

な
し
。
さ
れ
と
一
枚
看
板

も
、
朝
は
か
は
ら
す
銭
湯
に
入
ル
。

△
「
芸
」「
一
枚
看
板
と
」

○
数
役
者　

端
役
の
役
者
。
○
一
枚
看
板　

一
座
に
お
い
て
中
心
的
な
役
者
。

70	

女
中
で
包
む
武
士
の
奥
方

主
従
慥
か
な
ら
ぬ
や
う
に
作
れ
り
。
典
薬
の
薬
に
て
半
は
は
快
気
を

せ
ら
れ
た
る
と
見
え
た
り
。

△
「
見
へ
た
り
」

◎
「
奥
方
」（
恋
）

○
武
士
の
奥
方　

武
家
の
女
性
に
と
っ
て
歌
舞
伎
見
物
は
慎
む
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
芝
居
見
物
中
に
の
ぼ
せ
て
倒
れ
た
か
。

71	

夕
立
に
雷
門
の
雨
や
と
り

是
は
江
戸
な
り
。
奥
方
家
老
に
さ
し
添
、
年
寄
の
ち
り
め
ん
医
者
、

跡
は
同
勢
の
鑓
馬
な
り
。

△
「
年
寄ヨ
リ

」

◎
「
夕
立
」（
夏
）

○
ち
り
め
ん
医
者　

評
判
の
よ
い
流
行
り
の
医
者
。

72	

精
進
旅
篭
に
涼
む
浅
う
り

金
龍
山
の
精
進
は
た
こ
、
浅
う
り
勝
の
な
ま
す
も
涼
し
。

◎
「
涼
む
」「
浅
う
り
」（
夏
）

○
金
龍
山　

浅
草
寺
の
山
号
。
○
浅
う
り　

し
ろ
う
り
の
別
名
。

73	

高
野
道
鵙
野
も
聞
は
秋
立
て

高
野
海
道
の
旅ハ
タ
コ篭
は
皆
精
進
也
。

△
「
鵙
野
と
」「
旅
篭
」
ル
ビ
な
し
。

◎
「
秋
立
」（
秋
）

○
鵙
野　

大
阪
か
ら
高
野
山
に
向
か
う
高
野
街
道
沿
い
に
「
も
ず
」
と
い
う
地

名
が
あ
る
。

74	

綿
実
買
が
綿
の
世
の
中

大
和
河
内
。

◎
「
綿
実
買
」（
秋
）

○
大
和
河
内　

綿
の
中
心
的
な
産
地
。

75	

冬
近
き
月
の
ひ
つ
み
に
山
の
形ナ
リ

や
り
句
。

◎
「
冬
近
き
月
」（
秋
）
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76	
よ
り
屑
に
な
る
霧
原
の
駒

す
る
と
な
る
山
の
下
に
霧
原
、
望
月
な
と
や
さ
し
き
牧
あ
り
。
駒
の

最
上
と
す
。
都
へ
と
ら
れ
た
る
跡
に
は
牛
房
馬
と
い
ふ
物
斗
残
り

て
、
霧
原
の
形
も
見
え
す
。

△
「
見
へ
ず
」

◎
「
霧
原
の
駒
」（
秋
）

○
霧
原
、
望
月　

い
ず
れ
も
信
州
の
名
馬
の
産
地
で
、
駒
牽
の
儀
式
た
め
の
馬

を
献
上
し
た
。
貢
上
馬
を
逢
坂
の
関
で
出
迎
え
た
の
が
駒
迎
で
、
中
秋
の
名
月

頃
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
和
歌
で
は
月
と
関
連
し
て
詠
ま
れ
る
。

77	

初
花
に
む
か
し
の
杉
の
伐キ
リ

残
し

木
曽
路
の
山
〳
〵
見
え
渡
り
た
る
所
に
大
木
は
な
し
。
さ
れ
と
川
岸

片
岨
な
と
伐
に
く
き
所
に
や
、
軽
忽
の
大
木
、
昔
の
き
り
残
し
と
見

え
た
り
。

△
「
見
へ
渡
り
」「
む
か
し
」「
見
へ
た
り
」

◎
「
初
花
」（
春
）

○
片
岨　

断
崖
。
○
軽
忽
の
大
木　

こ
こ
で
は
伐
り
残
さ
れ
て
む
や
み
に
大
き

く
な
っ
た
杉
。

78	

漆
も
か
ゝ
す
山
の
春
寒
ム

是
は
吉
野
な
り
。
漆
か
く
、
あ
た
ら
し
き
道
具
也
。

△
「
吉
野
也
」

◎
「
春
寒
ム
」（
春
）

○
漆
か
く　

樹
幹
を
傷
つ
け
漆
汁
を
掻
き
取
る
作
業
で
、
一
般
に
暖
か
い
時
期

に
行
わ
れ
る
。『
糸
屑
』『
を
だ
ま
き
綱
目
』『
誹
諧
新
式
』
な
ど
元
禄
期
の
歳
時

記
に
は
九
月
に
掲
出
。
○
道
具　

句
の
素
材
。「
さ
ん
銭
の
道
具
め
づ
ら
し
と
も

好
し
と
も
申
に
て
は
な
く
候
へ
ど
も
、
落
葉
に
取
お
と
し
た
る
け
し
き
、
其
場

を
得
た
り
。」（
元
禄
八
年
一
月
二
九
日
付
許
六
宛
去
来
書
簡
）。

名
ヲ

※
「
ヲ
」
は
墨
抹
跡
の
右
傍
に
補
う
。

79	

粟
酒
の
酔
は
の
ほ
り
て
あ
た
ゝ
ま
り

粟
酒
は
焼
ち
う
也
。
上
州
佐
野
辺
を
い
ふ
。

○
粟
酒　

粟
で
作
っ
た
酒
。『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
七
、
五
九
九
「
承
安
元
年
七

月
伊
豆
国
奥
島
に
鬼
の
船
着
く
事
」
に
、
船
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
鬼
に
島
人

が
粟
酒
を
与
え
た
話
が
載
る
。
○
上
州
佐
野　

寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
に

江
戸
の
賄
料
と
し
て
近
江
彦
根
藩
佐
野
領
が
成
立
し
た
。

80	

八
丈
着
て
も
都
恋
し
き

八
丈
嶋
の
流
人
、
粟
酒
に
も
呑
あ
き
た
り
。

※
「
都
」
は
誤
字
で
記
さ
れ
る
。
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81	
年
は
ま
だ
受
領
の
妻
の
鬢
の
雪

何
か
し
伊
豆
の
守
か
妻
、
六
年
過
て
帰
洛
せ
し
に
、
田
舎
住
居
に
や

つ
れ
果
て
、
人
々
あ
は
れ
と
見
た
り
。

△
「
人
〳
〵
」

◎
「
妻
」（
恋
）

○
伊
豆
の
守
か
妻　

不
明
。『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
受
領
の
伊
予
守
か
。

82	

娘
を
も
ら
ふ
法
華
友
達

受
領
の
妻
の
田
舎
め
き
た
る
に
、
宗
旨
さ
へ
か
た
意
地
な
る
法
花
な

り
。

◎
「
娘
」（
恋
）

83	

身
代
は
無
尽
た
ふ
れ
に
薄
う
な
り

度
々
の
大
火
事
、
無
尽
の
か
け
た
ふ
れ
、
心
は
昔
の
奢
に
か
は
ら
す
。

○
無
尽　

無
尽
講
。
複
数
の
講
に
加
入
し
た
も
の
の
、
大
火
事
が
頻
発
し
、
掛

金
に
見
合
っ
た
も
の
を
取
り
損
な
っ
た
か
。

84	

乗
物
舁
も
紺
の
武
士
風

父
な
ん
都
の
大
金
持
、
母
は
や
こ
と
な
き
大
名
の
娘
、
い
ま
は
子
の

代
に
か
は
り
て
化
粧
料
も
中
絶
し
、
親
の
ゆ
つ
り
も
か
ら
箱
也
。
さ

れ
と
紺
の
六
尺
は
や
め
す
。

△
「
武
士
風
」「
化
粧
料
に
も
」

○
化
粧
料　

こ
こ
で
は
母
親
が
実
家
か
ら
の
仕
送
り
。
○
紺
の
六
尺　

紺
色
の

六
尺
褌
。
通
常
は
晒
木
綿
を
着
用
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
高
級
品
か
。　

85	

蛍
見
の
つ
れ
は
は
つ
し
て
柴
屋
町

京
の
金
持
の
気
随
意
も
の
、
い
つ
も
の
事
な
れ
は
し
ゐ
て
も
さ
が
さ

す
。

△
「
は
づ
し
て
」「
さ
か
さ
す
」

◎
「
蛍
見
」（
夏
）「
柴
屋
町
」（
恋
）

○
柴
屋
町　

滋
賀
県
大
津
市
長
等
に
あ
っ
た
遊
廓
。

86	

泥ス
ホ
ン亀
の
香カ

ザ嗅
に
落
る
親
の
日

宇
治
丸
は
皮
こ
は
く
て
お
か
し
か
ら
す
。
蛍
見
か
と
（
マ
マ
）つ
け
、
す
ほ
ん

の
望
な
り
。
は
た
ゟ
く
い
た
て
ら
れ
て
終
に
は
親
の
日
も
落
た
り
。

※
「
か
と
つ
け
」
は
「
か
こ
つ
け
」
の
誤
記
か
。

△
「
香
嗅
」「
蛍
見
は
か
と
つ
け
」「
望
也
」「
は
た
よ
り
」

○
宇
治
丸　

鰻
の
鮨
や
蒲
焼
で
宇
治
の
名
物
。
こ
こ
で
は
「
香
嗅
」
と
あ
る
の

で
蒲
焼
か
。
○
親
の
日　

親
の
命
日
。
本
来
は
精
進
日
。

87	
腹
は
か
り
い
か
う
て
弱
き
田
舎
関

是
は
大
坂
の
句
。
丸
山
か
類
。

△
「
田
舎
関セ
キ

」

◎
「
田
舎
関
」
か
ら
相
撲
で
秋
。
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九
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○
い
か
う　

い
か
し
。
大
き
い
こ
と
。
○
丸
山　

延
宝
頃
の
大
関
、丸
山
（
仁
王
）

仁
太
夫
か
。
京
都
の
上
覧
相
撲
で
、
初
代
横
綱
と
い
わ
れ
る
明
石
志
賀
之
助
に

敗
れ
た
（『
嬉
遊
笑
覧
』）。

88	

開
帳
く
と
き
石
山
の
あ
き秋
也

度
々
の
開
帳
に
て
少
し
信
心
は
お
と
れ
り
。

△
「
秋
」
傍
記
な
し
。「
少
シ
」

◎
「
あ
き
」（
秋
）

○
石
山　

滋
賀
県
大
津
市
の
石
山
寺
。

89	

油
あ
げ
岩
間
の
鹿
の
か
ぎ
に
出
て

煮
う
り
の
油
あ
け
、
昆
（
マ
マ
）蒻
の
田
楽
よ
り
は
は
や
る
。

△
「
か
ぎ
出
て
」「
田
楽
ゟ
」

◎
「
鹿
」（
秋
）

○
岩
間　

岩
間
寺
。
石
山
寺
の
南
東
約
五
キ
ロ
に
あ
る
正
法
寺
の
通
称
。

90	

新ア
ラ
シ
ラ
イ

生
霊
に
焼
場
ふ
す
ふ
る

玉
ま
つ
り
の
比
、
寺
参
の
か
へ
る
さ
に
か
な
ら
す
焼
場
の
烟
を
見

る
。
常
よ
り
猶
哀
に
覚
ゆ
。

◎
「
新
生
霊
」（
秋
）

○
新
生
霊　

新
精
霊
。
死
後
は
じ
め
て
盆
に
ま
つ
ら
れ
る
霊
。

91	

世
の
中
は
躍
の
上
の
月
の
影

世
上
を
う
つ
け
に
し
た
る
句
也
。
下
手
の
な
ら
ぬ
所
也
。

△
「
踊
」

◎
「
躍
」「
月
の
影
」（
秋
）

○
躍　

盆
踊
り
。
○
う
つ
け
に
し
た
る　

ば
か
に
し
た
。

92	

さ
ら
り
〳
〵
と
と
こ
ろ
て
ん
喰
ふ

無
二
無
三
の
句
。

△
「
喰
フ
」

◎
「
と
こ
ろ
て
ん
」（
夏
）

名
ウ

93	

半
襟
に
打
緒
か
け
た
る
馬
士
の
首

馬
子
の
首
の
打
緒
は
い
か
な
る
物
を
や
か
け
ゝ
ん
、
時
の
間
も
は
つ

さ
す
。

94	

品
川
な
み
に
こ
ね
る
河
崎

こ
ね
る
の
一
字
、
白
髪
を
わ
か
や
か
せ
り
。

○
こ
ね
る　

ご
ね
る
。
こ
こ
で
は
駄
賃
に
つ
い
て
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
こ
と
。

○
白
髪
を
わ
か
や
か
せ
り　

白
髪
の
老
人
が
、
馬
方
と
の
口
論
で
興
奮
す
る
さ

ま
を
い
う
と
同
時
に
、「
ご
ね
る
」
の
語
が
本
句
の
眼
目
で
あ
る
こ
と
も
意
味
す

る
。
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牧　

藍
子
・
藤
井
美
保
子　

許
六
『
追
善
註
千
句
』
翻
刻
と
略
注
（
一
）

95	
挑
灯
を
消
せ
は
海
か
ら
明
か
ゝ
り

明
か
た
の
景
也
。
あ
か
〳
〵
と
見
る
か
こ
と
し
。
家
際
（
マ
マ
）卿
の
う
た

に
あ
け
わ
た
る
す
へ
の
松
山
ほ
の
〳
〵
と
浪
に
は
な
る
ゝ
よ
こ
雲

の
空
。

※
「
あ
か
〳
〵
」
は
「
あ
り
〳
〵
」
と
も
読
め
る
。

△
「
明
方
」「
景
色
」「
あ
り
〳
〵
」「
如
し
」「
家
際
卿
ノ
歌
ニ
」「
明
わ
た
る
」

○
あ
け
わ
た
る　

藤
原
家
隆
「
霞
た
つ
す
ゑ
の
松
山
ほ
の
ぼ
の
と
波
に
は
な
る

る
横
雲
の
空
」（
新
古
今
・
春
上
・
三
七
）
ほ
か
、
歌
枕
名
寄
等
に
も
載
る
が
「
あ

け
わ
た
る
」
の
形
は
見
え
な
い
。

96	

雀
を
起
す
鳩
の
朝
起

97	

し
た
〳
〵
と
調
子
静
に
た
ま
り
雪

△
「
雪ユ
キ

」

◎
「
た
ま
り
雪
」（
冬
）

98	

南
天
痩
て
風
に
ひ
よ
ろ
つ
く

詩
中
ノ
昼
（
マ
マ
）。

※
「
昼
」
は
「
画
」
か
。

◎「
南
天
」（
秋
）こ
こ
で
は「
風
に
ひ
よ
ろ
つ
く
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、季
節
が
移
っ

た
と
し
て
冬
と
み
る
べ
き
か
。

99	

煤
び
た
る
西
教
寺
派
の
軒
の
花

く
ず
や
の
寺
の
焼
し
め
た
る
香
の
匂
ひ
、
物
ふ
り
た
る
庭
の
南
天
、

筧
の
た
ま
り
水
に
ど
ひ
や
う
し
な
る
竹
柄
杓
、
慥
な
る
西
教
寺
派
の

寺
な
り
。

△
「
寺
也
」

◎
「
花
」（
春
）

○
西
教
寺　

滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
、
西
教
寺
を
総
本
山
と
す
る
天
台
宗
の
一

派
。
真
盛
を
祖
と
す
る
。
○
く
ず
や
の
寺　

草
ぶ
き
の
屋
根
の
寺
。
○
ど
ひ
ょ

う
し　

突
拍
子
。

100	

十
七
年
も
蝶
々
の
夢

一
句
の
追
善
。

◎
「
蝶
々
」（
春
）

○
十
七
年　

芭
蕉
一
七
回
忌
の
こ
と
。


